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　1.はじめに 

　日本の湿潤変動帯における地形発達モデルは，これまでも数多く議論されている．吉川（1985）は，日本

での湿潤変動帯における変動地形を考慮した地形発達モデルとして議論する必要性を示した．ま

た，Ohmori（1978）は，50mDEMを用いた高度分散量から，山地の成長段階を評価している． 

　本研究では，全国的に入手可能な10mDEMを用い，ArcGISにより流域単位での平均侵食量を求

め，Ohmori（1978）の高度分散量のデータと比較した． 

 

　2.対象地域 

　Ohmori（1978）で分析している山地から発達段階別で，宗谷丘陵，太平山地，阿武隈高原，白神山地，三

河高原，白山，関東山地，赤石山地，飛騨山脈に絞った． 

 

　3.解析方法 

　ArcGISにて集水域ごとの平均侵食量を算出した． 

　対象地域のDEMより(1)集水域の作成，(2)接峰面の作成（グリッド法），(3)侵食深の算出，(4)集水域ごとの

平均侵食量を算出，これを元に(5)グリッドサイズを3から301の間で変更し，平均侵食量を算出した．(1)につ

いては累積流量図と河川データによりしきい値を決定し，二次河川以上を集水域とみなした．接峰面は侵食前

の仮想的な地表とみなすことができることから，(2)で求めた接峰面とDEMの差分で(3)侵食深を算出し，(4)集

水域ごとの平均侵食量を求めた． 

　(2)から(5)はスクリプトによる処理の自動化（Arcpy）により処理を行った． 

 

　4.平均侵食量の関数化 

　接峰面を作成した際に使用したグリッドサイズと侵食量の関係を関数化した．その際，一次関数，べき関

数，指数関数，対数関数にグラフフィッテングし，近似曲線とその誤差について求めた． 

　この結果，最もフィットした関数は対数関数「y=alog(1+bx)」であり，誤差が最小であった． 

　bが一定，aがN倍の場合，グラフはN倍となる．aが一定，bがN倍の場合，グラフは1/Nに縮小す

る．よって，aは谷の深さを，bは谷幅を表すと考えられる． 

 

　5.山地別平均侵食量の評価 

　関数化した山地別平均侵食量から，係数による散布図を作成した． 

　Ohmori（1978）の地形発達区分による同じ地形発達段階でも，白神山地や三河高原のように，地形発達と

しては三河の方が進んでいるとされているが，谷は白神山地の方が深いことが読み取られ，白神山地はより急

な谷が存在していることがわかった． 

 

　6.まとめ 

　平均侵食量の関数化により，同じ山地内の侵食部分の特定が可能となる．また，Ohmori（1978）の地形発

達区分と合わせ，これから侵食する場所も把握できる． 

　更に，山地の規模を広げた考察が可能であるため，山地の発達段階を予想することができる．反対に規模を

狭め，集水域単位での考察も可能であることから，今後の地形変化の評価ができると考えられる．
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